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巻頭言

診療放射線技師免許の
バージョンアップ

（公社）広島県診療放射線技師会　会長　　今田　直幸

　2019年、皆様におかれましては健やかに新年を
迎えられたことと、心よりお喜び申し上げます。
　昨年11月 3 日・ 4 日の両日、広島市アステー
ルプラザにおいて第14回中四国放射線医療技術
フォーラム（CSFRT2018）を開催いたしました。
参加人数836名、132の演題発表、28社の機器展
示、情報交換会には348名の参加があり、盛会の
うちに終了することができました。これもひとえ
に広島県の会員の皆さまのご協力の賜と心より感
謝申し上げます。
　さて、2019年は「業務拡大に伴う統一講習会」
開催の最後の年となります。2020年より技師養成
教育にあらたに単位として組み込まれた安全教育
を履修された学生が卒業してきます。それまでに
既卒の診療放射線技師は講習会を受講し、あらた
な単位に相当する知識と技量を身につけていただ
きたいと思います。養成校によっては同様の講義
を受けた方がおられるかもしれませんが、その履
修が単位として認められてない限り技師会の主催
の統一講習会を受講していただく必要がありま
す。このあたりの誤解がないよう、今一度、卒業
後 2～ 3年目の若い方にも是非とも受講していた
だきたいと思います。
　ご存知のとおり私たちの職能の根幹となってい
る診療放射線技師法は昭和26年に制定されたもの
です。その後、時代に応じた医療に合った働き方
ができるように何度も改正が繰り返されてきて現
在に至っています。過去にも放射線治療、ＭＲ
Ｉ、超音波等の業務拡大が認められた時には、必

ず全国統一講習会が開催され新しい知識を身につ
けていただくよう日本診療放射線技師会が主体と
なって取り組んでまいりました。今回は造影剤注
入装置からの造影剤投与を含む 3つの行為が追加
されました。我々を取り巻く医療は目ざましく変
化しています。すでに次の業務拡大に向けて動き
だしています。現在、厚労省の中で「診療放射線
技師学校養成所カリキュラム等改善検討会」の審
議が行われており、現行の95単位から102単位に
移行する予定です。この法改正に伴う統一講習会
が計画されますが、その際には現在開催されてい
る「業務拡大に伴う統一講習会」受講者が優先対
象となる予定です。つまり、一段階ずつバージョ
ンアップしておかないと気が付いた時には取り残
され、受講も非常に困難な状況になる可能性があ
ります。どうぞ、会員の皆さまは、こういった事
情を良く理解していただき前向きに取り組んでい
ただきたいと思います。
　2019年も広島県診療放射線技師会では様々な取
り組みを行って参ります。HP、メールマガジン
等で情報発信して参りますので、ご確認いただき
是非とも会の活動に積極的にご参加くださいます
ようお願い申し上げます。
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（公社）広島県診療放射線技師会
平成30年度第 4回研修会

日　時 平成31年 2 月11日（月・祝）13：00～17：10
場　所 福山市医師会館（福山市三吉町南二丁目11–25）　

内　容
1 ．13：00～14：00 ＜司会＞　中国中央病院　畑山　秀貴
　　「造影剤のリスクマネージメントと異常時対応」
 バイエル薬品ラジオロジー領域ＭＳＬ/アソシエイトマネージャー　山田　真由美　先生

2 ．14：00～15：00
　　「当院の考える線量管理ビジョン」～なぜ、二つの線量管理システムが必要であったのか？～
 倉敷中央病院　医療技術部門　放射線技術部　福永　正明　先生

　　休　憩

3．15：10～16：10 ＜司会＞　日本鋼管福山病院　織田　健治

　　「若手発表　整形領域の撮影で困ったこと、聞きたいこと」

　　　「肩関節のＭＲアルトログラフィー」
 日本鋼管福山病院　高橋明香音　先生
　　　「ストレッチャー患者での上肢撮影について」
 ＪＡ尾道総合病院　杉原　伸章　先生
　　　「見逃した骨折線」
 尾道市立市民病院　柏原　聖英　先生

4 ．16：10～17：10 ＜司会＞　大田記念病院　藤原　賢治
　　「整形外傷におけるCT volume dataの有効活用」
 福山市民病院　整形外科　科長　寺田　忠司　先生

会　告
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会　告
　診療放射線技師法改正に関する法律の一部改正に伴う講習会の実施について

―――「業務拡大に伴う統一講習会」―――

　診療放射線技師法が2014年 6 月18日に一部改正が行われ、2015年 4 月 1 日に施行されました。具体
的には、ＣＴ・ＭＲＩ検査等での自動注入器による造影剤の注入、造影剤注入後の針の抜針・止血
や、下部消化管検査の実施（肛門にカテーテルを挿入する行為も含めて）、画像誘導放射線治療時の
腸内ガスの吸引のためのカテーテル挿入であり、診療放射線技師の業務内容の拡大です。以上の業務
を行うための絶対条件として、医療の安全を担保することが求められています。そのため、業務拡大
に伴う必要な知識、技能を習得することが努力義務として課せられました。
　日本診療放射線技師会としては、そのための準備を進め、講習会は“業務拡大に伴う統一講習会”と
称し、 2日間に亘り実施することとしました。

―　記　―
■　講習会名：業務拡大に伴う統一講習会
■　開催場所
　　⑤　福山市：平成31年２月16日（土）、17日（日）　　
　　　　福山市民病院　西館１階ホールコア（福山市蔵王町５－23－１）

■　定 員：50名（参加者が20名に満たない場合は中止いたします）
■　受 講 料：会員15, 000円、非会員60, 000円
　　　・静脈注射（針刺しを除く）講習会修了者 （静脈注射講義・実習は免除）
　　　　　会員13, 000円、非会員50, 000円
　　　・注腸X線検査、臨床研修統一講習会修了者 （下部消化管講義は免除）
　　　　　会員5, 000円、非会員35, 000円
　　　・静脈注射（針刺しを除く）、注腸X線検査講習会修了者
 （静脈注射講義・実習、下部消化管講義は免除）
　　　　　会員3, 000円、非会員15, 000円

■　申込方法： ＪＡＲＴ情報システム内のメニュー「生涯教育・イベント参加のお申込み」から申し
込んでください。

　　　　　　　https://jart.nexs-crm.nexs-service.jp/jart_portal/kyotsu/top.html
　　　　　　　 お申し込み後、払込用紙をお送り致します。その用紙をご利用の上、参加費を払い込

みください。払込票記載の支払期限までにお支払いいただけない場合、自動的にキャ
ンセルとなりますので、ご注意ください。

■　本件に関するお問い合わせ
　　公益社団法人日本診療放射線技師会　ＴＥＬ：03-5405-3612  
　　http://www.jart.jp/（トップページの「お問い合わせ」より）

以　上

　公益社団法人　日本診療放射線技師会
会長　中澤　靖夫

公益社団法人　広島県診療放射線技師会
会長　今田　直幸
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第14回中国四国放射線医療技術フォーラム大会長
今田　直幸（土谷総合病院）

　第14回中四国放射線医療技術フォーラム
（CSFRT2018）を平成30年（2018年）11月 3日（土）・
4日（日）の両日に公益財団法人広島市文化財団
ＪＭＳアステールプラザにて開催いたしました。
ご存知のとおり 7月には豪雨により西日本は大変
な災害に見舞われました。ちょうど演題募集期間
とも重なり応募数が少なくなるのではと危惧され
ました。大変な状況の中、各県のご協力のもと
132の演題を登録いただくことができました。こ
の場を借りて感謝申し上げます。
　大会テーマは「過去から未来への提言」とし、
原爆被爆者のこれまでの多くの貴重なデータを礎
に現代の放射線医療が成り立っていることをもう
一度認識し、被爆低減技術の構築を考えていく機
会にしていただきたい、という思いが込められて
おりました。シンポジウムは「被ばく線量低減技
術」にフォーカスしモダリティ毎に講演いただき
ました。特別講演は、公益財団法人放射線影響研
究所理事長　丹羽太貫先生に「放射線影響研究所
の役割と未来への提言」と題しご講演いただき
ました。市民公開講座では「福島原発事故から
7年　福島の今」と題し、放射線技師の立場から
広島大学病院　西丸英治先生に、医師の立場から
福島県立医科大学放射線災害医療学講座教授の長
谷川有史先生にご講演いただきました。いずれも
大変貴重な講演であり、会員はもとより一般市民
の方からも熱心な質問をいただきました。
　また、日本診療放射線技師会を代表して副会長
の佐野幹夫先生に、日本放射線技術学会を代表し
て副代表理事の錦　成郎先生にご講演いただきま
した。会員による研究発表は 5会場で132演題が

行われました。モーニ
ングセミナーを 5会場
で、そしてランチョン
セミナーも 5会場で開
催されました。加えて
28社による企業の展示
も行われるなど、 2日
間にわたり多彩な内容
で開催する事ができま
した。
　参加人数合計は836
名、内訳として参加登録者数694名（会員615名、
非会員37名、学生31名、来賓・招待者11名）、企
業の参加者が142名（企業展示111名、共催セミ
ナー31名）となっております。抄録集は中四国で
4,188冊発送いたしました。
　表彰事業としまして中四国診療放射線技師協議
会より功労賞を徳島県の藤原良介様、特別功労賞
を広島県の面谷耕司様、奨励賞を広島県の波平辰
法様が授与されました。日本放射線技術学会中
国・四国支部より奨励賞を岡山県の松本博樹様、
広島県の松本頼明様が授与されました。
　また、情報交換会は場所をグランドプリンスホ
テル広島へと移し開催しました。参加人数は348
名と多数の方に参加いただくことができました。
また各県の銘酒をいただいたり、ビッグバンド
ジャズの迫力ある演奏を聴いたり、大変賑やかな
情報交換会となりました。
　このような会を開催できましたのも、ひとえに
広島県の会員が一丸となって協力していただけた
結果であり、大変心強く感じております。この場
を借りて心より感謝申し上げます。また、日本放
射線技術学会中国・四国支部学術大会長を務めら
れた隅田博臣大会長の豊富な経験に基づく卓越し
た指導力の賜と感謝申し上げます。
　次回広島県が担当するのは 9年後です。さあ、
次世代を担う若き診療放射線技師の皆さんにバト
ンは渡されました。今回の経験が、皆さまの今後
ますますのご活躍に繋がるものと確信しておりま
す。以上、簡単ではございますがCSFRT2018の
総括とさせていただきます。 

第14回中国四国放射線医療技術フォーラム（CSFRT2018）報告



5

技師会誌　No.50

【ご協力ありがとうございました】
第14回中四国放射線医療技術フォーラム大会長

広島大学病院　隅田　博臣
　2018年11月 3 ・ 4 日　ＪＭＳアステールプラザ
にて開催しましたCSFRT2018では、広島県の多
くの皆様にお手伝い・
ご参加頂き、また、大
会を盛り上げて頂き大
変ありがとうございま
した。皆様のお陰で当
初の参加目標人数700
名をほぼ達成すること
ができました。また、
多くの企業の皆様にも
ご協力頂き感謝申し上
げます。
　さて、今大会は「過
去から未来への提言」
をテーマに開催しまし
たが、私としましては「放射線について、様々な
視点からもう一度振り返ろう」と考えておりまし
た。そのひとつが市民公開講座であります。福島
第一原子力発電所事故で苦労され、今でも福祉復
興のためにご尽力されておられます長谷川有史先
生を福島県立医科大学よりお呼びして忘れかけて
いる原発事故と福島の今を再認識して頂こうと考
え企画しました。多くの市民の皆様にも参加して

頂き質問も頂きましたが、市民公開講座を開催し
た裏には原子力災害医療で診療放射線技師（職
種）が国から注目されたことを思い出して頂けれ
ばとの思いもありました。皆様に弱者の痛みが分
かる診療放射線技師を目指して頂ければと願って
おります。

　話しは変わりますが、今年度は私にとりまして
退職年度でもあります。この年度に学術大会の大
会長（第59回日本放射線技術学会 中国･四国支部
学術大会）をお任せ頂いたこと、また同窓生でも
ある今田広島県診療放射線技師会会長が第26回 
日本診療放射線技師会 中四国診療放射線技師学
術大会の大会長であったことは私の記憶にいつま
でも残ると思っております。
　最後になりますが、広島県診療放射線技師会が
益々発展し、会員の皆様がご活躍されますことを
祈念して筆を置きます。
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　第14回中四国放射線医療技術フォーラム
（CSFRT）2018にて、日本診療放射線技師会中
四国診療放射線技師会協議会より、広島県ＭＲＩ
勉強会の活動を評価され奨励賞を受賞いたしまし
たので謹んで報告申し上げます。
　広島県ＭＲＩ勉強会がこれまで活動を継続でき
ているのも、先代の世話人の皆様、現在の世話人
の皆様、共催の方々、講師を務めていただきまし
た先生方、参加者の皆様のご指導と支援のおかげ
であります。ご支援をたただいた全ての方に深く
感謝申し上げます。
　広島県ＭＲＩ勉強会は、ＭＲＩを用いた撮像技
術に関する研究、話題提供、情報交換に寄与し広
く知識の交流を図る事を目的に発足されました。
発足当時のプログラムや議事録がないため、正確
な情報はありませんが、1990年（平成 2年）頃に、
広島大学病院の高羽順子氏を代表世話人に、4名
の世話人で立ち上げられたとのことです。
　2004年（平成16年）からの活動のデータは残って
おり、この年から私も世話人に加わらせていただ
きました。現在は県内 9施設、世話人10名で開催
の企画運営を行っています。また、共催のバイエ
ル薬品株式会社様には当会の活動にご尽力してい
ただいており、大変助かっています。
　当勉強会の主な活動は、 1年間に 2回、春と冬
の土曜日の午後に開催する勉強会と、 1年間に 4
回、平日の夜に開催する基礎講座があります。基
礎講座は2005年（平成17年）から開催を始めまし
た。春の勉強会は当勉強会の他、福山ＭＲＩ勉強

会と中国四国マグネトム研究会と合同で行う ｢合
同ＭＲＩ勉強会｣ として開催しており、中四国、
関西地方からも参加があり、平均参加者人数は
110名と大勢の参加があります。基礎講座は平日
の夜の開催にもかかわらず、平均60名の参加あり
ます。参加される皆様には、貴重な時間を割いて
来ていただいていますので、世話人一同、興味あ
る情報を提供できるように企画を考えています。
　その他の活動として、2010年（平成22年）ＪＡＲ
Ｔ主催、広島県開催の診療放射線技師基礎講座
｢ＭＲＩ検査｣ では世話人が講師を務めました。
　これまで、世話人を務めさせていただき、県内
外の著名な先生方と知り合うことができ、ご指導
をいただいた事、また、春の合同勉強会の後に行
う毎年恒例の一泊の懇親会では、著名な先生方と
情報交換ができたことなど、大変貴重な経験をさ
せていただきました。
　医療分野にも人工知能の応用が実用化に向けて
研究が進みつつあり、医療機器も新たな技術が採
用され進歩しています。私たちは基本的な知識に
加え、最新の情報を継続的に取り入れていく必要
があります。当勉強会の活動が皆様の知識向上に
役立ていただければ幸いです。
　今回の受賞を励みに、現在の活動に満足するこ
となく、患者様に役立つ情報を提供できるよう
に、新たな発想も取り入れ、尽力する所存であり
ます。　
　今後もご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいた
します。

奨励賞受賞を受賞して
県立広島病院　放射線診断科

波平　辰法
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CSFRT2018参加報告
独立行政法人 国立病院機構 呉医療センター・中国がんセンター

中央放射線センター　好村　尚記

　私は呉医療センター・中国がんセンターに勤務
して 6年目となる好村尚記と申します。この度、
11／ 3（土）、11／ 4（日）の二日間で開催された
「第14回中四国放射線医療技術フォーラム」に実
行委員として参加しましたので、ご報告致しま
す。
　私は、学術大会のような大きな大会の運営をお
手伝いさせて頂くのは初めての経験となりまし
た。職場の先輩技師や同期、後輩をはじめ、他の
職場の方々と一緒に大会の運営を行うことはとて
も良い勉強となりました。初対面の方とも同じ目
的をもって一緒に運営を行った経験は今後様々な
シチュエーションで必ず活きてくると考えており
ます。
　私の担当していた会場は一般撮影や医療情報、
ＭＲＩなど様々なモダリティの演題がありまし
た。実行委員という役割のため、聴講として学
会・セミナーに参加するときとは異なり、大会参
加者の皆様に気持ちよく過ごして頂けるように司
会をはじめ世話人・実行委員の動きを学ぶことが
できました。
　本大会のテーマは「過去から未来への提言」と
いうこともあり、11／ 3（土）には私たち診療放射
線技師の置かれる現状に関する話題もありまし
た。私は診療放射線技師という職業に従事し、面
白味を感じはじめたばかりで毎日自分の仕事で精
一杯になりがちですが、自分の将来や後につづく
診療放射線技師という職種の未来について考えて
みようと思いました。今後も勉学に勤しみ、一心
精進いく所存です。
　最後に「被ばくについて考える」というシンポ
ジウムでは一般撮影やＣＴ、血管撮影での被ば
く、線量管理の演題がありましたが、1977年に
「as low as reasonably achievable（通称ＡＬＡＲＡ
の原則）」という放射線防護の概念が発表されて
から40年以上経つ今でも、私たちは診療放射線技
師として、診断における線量を常に最適化してい
かなければならないと再認識できました。今後の
医療現場における被ばく線量の最適化について考
えを深めていきたいと思います。

CSFRT2018に参加して
医療法人社団 おると会　浜脇整形外科病院

小村　哲也

　2018年11月 3 ・ 4 日に開催されたCSFRT2018 
in 広島に実行委員として参加してきました。学
術大会に実行委員という裏方として参加すること
は初めての経験でした。大会テーマは「過去から
未来への提言」。フォーカスを被ばく線量低減に
当て、放射線医療における更なる被ばく線量低下
を再考する良い機会になりました。当日実行委員
は総勢100名を超え、最後に撮影した集合写真は
圧巻でありました。
　会場準備は前日から始まり、会場設営、音響、
プログラムの確認と終わりがありません。私は第
5会場に配属が決まり、土谷病院の石橋さんの
元、10名の診療放射線技師が集まりました。ほ
ぼ、初対面の方でしたが、石橋さんの話術に飲ま
れ、チョ～楽しい会場準備となりました。
　当日も会場での仕事があり、フォーラムの聴講
はあまりできませんでしたが、近年言われている
水晶体被ばくへの影響に関する発表を聞いている
と、当院で手術時に使用するイメージでの術者の
被ばく線量はどれくらいあるのか？　医者は被ば
くについてどのように考えているのか？　など
色々なことが頭を駆け巡りました。
　さらに学術大会といえば懇親会！　メニューも
The 広島！　お好み焼き、尾道ラーメン、広島
牡蠣。そうかと思えば、オープニングは、バイオ
リン美少女の生演奏でスタート。その後は、ビッ
グバンドの生演奏と、様々な、「お・も・て・
な・し」を楽しみました！　とても刺激的で有意
義な 2日間を過ごすことができました。
　次回の広島は 9年後とのこと。そのころの技術
はどこまで進歩しているのでしょうか？　楽しみ
で仕方ありません。来年は高知でやるきね！　み
んな高知に行くぜよ！
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企業展示を担当して
中国労災病院
池田　貴光

　企業展示会場では28社からの出展がありまし
た。ジャンルも多岐にわたり、メイン会場より少
し離れているにもかかわらず、沢山の方に来場し
ていただけました。今回の目玉としてスタンプラ
リーを開催。各企業の説明をうけ、ビンゴ形式に
スタンプを捺印していただき、そろえば先着順に
粗品をプレゼントするという企画でした。両日と
も大変盛況でした。
　企業展示、クロークともに大きなトラブルもな
く無事に終えることができました。実行委員の
方々には大変お世話になりました。

力を合わせて頑張りました！

好評だったスタンプラリー
（景品はカープのピンクリボンバッチ）
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　11月 3 日（土）にCSFRT2018の情報交換会がグ
ランドプリンスホテル広島で開催されました。大
会会場から離れているということで送迎バスでの
移動になりましたが、参加人数348人と非常に多
くの参加がありました。
　オープニングでは、国内外様々なコンクールで
受賞歴がある廿日市市の小学 6年生「安塚かの
ん」ちゃんのバイオリン演奏が行われました。こ
の日のために放射線について勉強し、放射線をイ
メージして作曲したオリジナル曲の演奏もあり、
情報交換会は和やかな雰囲気で幕を開けました。
　乾杯の後は、待ちに待った料理とおいしいお酒
です。料理はビュッフェに加え、お好み焼き・天
ぷら・カキフライ・尾道ラーメンの屋台もあり、
シェフがその場で作って出来たてを提供してくれ
るとあってどの屋台も大行列でした。お酒は中四

国各県の日本酒をはじめ、東広島市西条町の酒蔵
を舞台とした映画『恋のしずく』を記念して作ら
れたお酒もあり、様々なお酒が飲めて楽しいと好
評でした。
　会の中盤では、呉市を中心に活動されている広
島の社会人バンドで診療放射線技師の小林由枝さ
んが所属されているビックバンド『ティッツ』に
よる演奏が行われました。生バンドでの演奏を聴
く機会はあまりないので、迫力ある演奏に圧倒さ
れました。
　最後に、来年開催される高知県の実行委員の皆
さんからＰＲがありました。来年は 9月21・22日
で高知市文化プラザかるぽーとで行われます。学
会参加だけでなく、情報交換会も様々な企画が準
備されているようですので、ぜひ皆さん参加しま
しょう！

情報交換会報告

広島市立広島市民病院
放射線技術部　本城　圭祐

安塚　かのんさん

今田　大会長

日本診療放射線技師会　佐野　幹夫　副会長
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「ティッツ」のメンバー

次大会県　高知県のメンバー
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写真で振り返るCSFRT2018

放射線影響研究所　丹羽　太貫　理事長

佐野　幹夫　副会長
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今田　大会長

日本放射線技術学会　綿　成郎　副代表理事
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西丸　理事隅田　大会長 山下　理事

合唱団「ある」

合唱団「ある」の皆さん
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福島県立医科大学放射線災害医学講座　長谷川　有史　教授

山田　和幸　講師 隅田　大会長

北川　協議会代表 藤原　良介　徳島県会長
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横町　和志　講師 本城　理事

次大会長　高知医科大学病院　伊東　賢二　技師長
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　平成30年 6 月24日（日）広島大学病院にて第 1回
研修会が開催されました。
　午前の部は 3部で構成され、最初に株式会社
フィリップス・ジャパンの重見様より最新のＭＲ
Ｉ撮像技術である「Compressed Sense」につい
て紹介して頂きました。続いて県立広島病院の須
藤さんには「膝関節Ｘ線撮影のとりかた・みか
た」と題して、一般撮影の膝関節撮影について分
かり易く説明を頂きました。午前の部の最後は広
島大学病院整形外科の中前先生に「下肢のスポー
ツ障害の画像診断と治療、膝関節」として、ス
ポーツ外傷の発生機序や画像診断、治療法につい
て動画や有名アスリートのエピソードを交えて詳
しく教えて頂きました。
　午後は 2部構成で、富士フイルムメディカル株
式会社の網本様に「ＦＰＤの最新画像処理技術に
ついて」と題して、ダイナミック処理やバーチャ

ルグリッド処理について解説頂き、名古屋大学名
誉教授の小寺先生には「ＦＰＤ時代のデジタル画
像の基礎知識」と題して講演頂きました。アナロ
グ画像からほぼデジタル画像に移行した今、我々
診療放射線技師が現場でどの様な画像を提出して
いくべきか改めて考えるよい機会を頂いたように
感じました。
　昨年の第 1回研修会と同様、100名を超える会
員の方に研修会に参加して頂きました。特に若い
方の参加が目立ったように思いました。新人の方
にも理解できる内容も多く盛り込まれ、非常に充
実した研修会だったと感じました。ご講演を賜っ
た先生方にはこの場を借りて厚く御礼申し上げま
す。また、研修会の企画や座長を引き受けて下
さった理事の方ありがとうございました。参加さ
れた会員の皆様、午前、午後と長時間の研修会の
参加お疲れ様でした。

平成30年度　第1回研修会報告
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須藤　遊　先生

中前　敦雄　先生

小寺　吉衛　先生

網本　直也　先生 重見　和紀　先生
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　平成30年 9 月 9 日（日）広島赤十字・原爆病院に
て、第 2回研修会を開催いたしました。
　今回のテーマは『救急』と題し、 3部構成での
内容。
・ 救急現場で活躍するメディカルスタッフの方々
によるご講演
・ 認定資格である救急撮影認定技師が臨床画像の
チェックポイントを解説
・ 救急医師によるご講演

　まずは、救急救命士である広島国際大学保健医
療学部医療技術学科救急救命学専攻講師坂口英児
先生にこれまでの救急救命士の変遷と現場での活
動についてお話いただきました。続いて、呉医療
センター・中国がんセンター救急部診療看護師国
島正義先生による診療看護師の成り立ちと役割。
国島先生の配属は救急部で、看護師の職種であり
ながら部署は看護部ではなく、医師と同様の診療
部に籍をおかれているとのこと。とても印象的で
した。
　続いて、救急撮影認定技師の以下の方々による
メドレー

ＪＡ広島総合病院　田丸隆行先生
 「胸腹部エックス線写真を診てみよう」
福山市民病院　永井能規先生
 「当院における外傷全身ＣＴ撮影」
市立三次中央病院　平田彰先生
 「外傷ＣＴで役立つFACTを覚えよう」
　救急を通した検査・撮影に関する役立つ内容で、
会場から多くの質問を頂戴しました。
　最後は、広島大学病院 太田浩平先生に『救急
医師がメディカルスタッフに求めるもの（仮）』
を賜り、気さくに楽しくお話いただきました。大
学病院での救急医とメディカルスタッフの良好な
関係性が窺えたような気がします。これからでも
きっと宇宙飛行士になれると思います（笑）。
　参加者は78名、今回ご多忙にもかかわらず講師
をお受けいただいた先生方に感謝を申し上げます
とともに、ご参加いただいた皆様、たいへんあり
がとうございました。
　今後とも広島県診療放射線技師会をご支援くだ
さいますようお願い申し上げます。

平成30年度　第2回研修会報告
呉共済病院　森本　章
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座長　山口　副会長 太田　浩平　先生

平田　章　先生永井　能規　先生

田丸　隆行　先生

国島　正義　先生

座長　小鷹狩　理事

坂口　秀児　先生
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広島県放射線治療技術研究会　代表世話人
広島大学病院　中島 健雄

　広島県放射線治療技術研究会は、「放射線治療
技術の研究および放射線治療の発展を促進し、広
く知識の交流を図ること」を目的として、昭和59
年 5 月に活動を開始しました。本研究会は、その
会員を「広島県及びその周辺地域において本会の
目的に賛同する者」、研究会の開催は年 4回（ 3月、
6月、 9月、12月の土曜日午後）として活動を続
けております。
　研究会は毎回、県内の施設が持ち回りで、「低
コスト」で場所とボランティアを提供していただ
くという、みんなでつくる手作りの会で、広島県
内の放射線治療施設はもとより、近隣の山口、岡
山、山陰、四国からの多数の参加、関連企業の方
の熱心な参加があり、毎回盛会であります。参加
者は技師のみならず、放射線腫瘍医や、看護師も
おり、会の話題も物理、測定系のみならず、県内
外の医師による放射線治療をとりまく臨床全般の
レクチャー、看護師による看護技術の発表等、放
射線治療に係る総ての「技術」が対象であります。
　平成30年12月で延べ140回を数える会の開催の
中には、他地域の研究会との合同企画もありまし
た。第97回は岡山県放射線治療技術研究会と合同
で、岡山県境に近い福山市民病院で平成20年 3 月
に開催。第100回は、時を同じくして100回開催と
なった関西の放射線治療かたろう会の協力で、平
成20年12月に広島市民病院で盛大に行われまし
た。少人数の体制で中央の学会参加が難しい我々

にとっては、地方に居ながらにして、志を同じく
する者同士、知識の交流が図れるのは大変ありが
たいことであります。
　本研究会は年 4回の定例の会以外にも様々な活
動を行っています。2000年初頭、放射線治療にお
ける過照射・過小照射が取りざたされていた頃、
当研究会は放射線腫瘍医を中心とした会である広
島放射線治療懇話会と合同で、平成17年、平成18
年と県内各施設の加速器の校正線量等について、
独自に線量計、ファントムを抱えて訪問調査を行
い、地域施設間の相互チェックを果たしました。
その結果は技術学会総会においても報告させてい
ただきました。
　平成19年には、日本放射線技師会、日本放射線
技術学会主催の市民公開講座「がん診療における
放射線治療の役割」の後援を行い、企画段階か
ら、準備、広報、開催まで研究会が深く関与して、
400名を超える市民の皆様に放射線治療の最新動
向の情報を発信することができました。
　平成30年度からは、研究会会員の研究を促進す
べく研究助成金制度を立ち上げ、わずかではあり
ますが広島県内の技師の育成、交流にも力をいれ
ております。
　研究会では、その活動の記録として平成 2年に
第一号の会誌、平成10年に第50回記念誌を刊行。
平成19年からは、治療関連各社のご協力のもと、
前年の研究会のスライド、抄録、県内の放射線治
療施設の概要等をまとめた会誌を毎年刊行し、会
員をはじめ、執筆いただいた方々に無料配布を
行っています。会誌演者の方々には執筆の御苦労
をおかけしますが、 1年間で200ページを超える
貴重な資料となっています。また、近年は春の
ＪＲＳの放射線治療部会においても各地の会誌と
ともに頒布を行っておりますが、200部程が早々
になくなるため、当会の雑誌を目あてに早朝から
お越しになるかたもおられます。
　以前は協賛メーカに配布をお願いしていた会員
へのプログラム案内は、現在、研究会のWebペー
ジに掲載し、当会のプログラム案内はもとより、
他の関連研究会や勉強会のスケジュール案内も
行っています。Webアドレスは、https://sites.
google.com/site/webhatrat/Home です。略称を

《研究会紹介》
広島県放射線治療技術研究会の紹介

図 1　歴代の研究会会誌
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Hiroshima Association of Technology for 
RAdiation Therapy; HATRATという名前にして
おりますので、適当な検索エンジンで“hatrat”
と検索いただければ、いまのところ上位に表示さ
れてくると思います。機会がありましたらぜひと
もご覧ください。

　このような長年の活動の結果、本会は放射線治
療専門技師認定機構、放射線治療品質管理機構の
認定講習会として単位を認めていただきました。
また、2007年、社団法人日本放射線技師会・中四
国放射線技師会協議会より奨励賞を受賞いたしま
した。これは、四半世紀以上前にこの会を立ち上
げた研究会黎明期の諸先輩方の先見性と、その後
継続して粘り強く会を企画運営してこられた歴代
世話人の地道な活動の成果であります。また、研
究会発足以来あまり裕福でない本会の財政事情の
中で、数々の素晴らしい講演を手弁当で快くお引
き受け頂いた各施設の放射線腫瘍医の先生方、並
びに各診療科の先生方の多大なる御助力や、地方
の一研究会に熱心に参加され、時には基礎理論か
ら最新技術までを惜しみなくご紹介いただいた関
連企業並びに各機関の諸先生方の叡智、そしてな
によりも当研究会に、広島県内、近隣地域はもと
より、全国各地から参加して頂いた、放射線治療
に携わる医療従事者各位の情熱の賜物であるとか
んがえております。この場を借りて心より御礼申
し上げます。
　我々はこの素晴らしい先達の財産を引き継ぎ、
放射線治療分野の尚一層の発展と技術の均霑化を
図っていき、将来においてもこの地域、ひいては
本邦のがん診療を支える礎となっていきたいと考
えています。今後とも本研究会を宜しくお願いい
たします。

図 2　研究会Webページ
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　広島県診療放射線技師会では昨年度に引き続き
今年度も業務拡大に伴う統一講習会を 5回計画し
ました。その内 4回はすでに終了しています。講
習会参加者の内訳は 6月広島大学病院12名、 8月
ＪＲ広島病院20名、 9月尾道市民病院 9名、12月
広島大学病院18名でした。まだ 2月の福山市民病
院での講習会を残していますが、平成28年度の
184名、平成29年度の146名と比較して参加者の減
少が顕著です。しかし、広島県の受講者数は会員
の 6割も満たしていません。各県での講習会の開
催は来年度（平成31年度）をもって終了すること
が決まっています。広島県診療放射線技師会では
来年度も 5回の講習会を計画する予定ですが、受
講の申し込み数が少ない場合は開催中止となる可
能性があります。まだ受講されていない方は、早
めの受講をお勧めします。
　業務拡大に伴う統一講習会について改めて説明
いたしますと、診療放射線技師法が2014年 6 月18
日に一部改正が行われ、2015年 4 月 1 日に施行さ
れました。具体的には、ＣＴ・ＭＲＩ検査等での
自動注入器による造影剤の注入、造影剤注入後の

針の抜針・止血や、下部消化管検査の実施（肛門
にカテーテルを挿入する行為も含めて）、画像誘
導放射線治療時の腸内ガスの吸引のためのカテー
テル挿入であり、診療放射線技師の業務内容の拡
大です。以上の業務を行うための絶対条件とし
て、医療の安全を担保することが求められていま
す。そのため、業務拡大に伴う必要な知識、技能
を習得することが厚労省より求められています。
　講習会修了者は厚労省より修了証書が発行さ
れ、受講者数も把握されています。未受講者が多
いようでは、今後のさらなる業務拡大（線量管理
や読影補助等々）への向けての法整備がますます
困難になることが予想されます。自分だけの問題
ではなく、診療放射線技師の職能全体に関わる問
題と理解していただくようお願いします。また、
今後も時代と共に変化していくであろう我々の業
務ですが、ここで未受講のままであった場合、次
の業務拡大講習会の受講が著しく困難になること
が予想されます。是非とも全員が受講していただ
くよう重ねてお願いいたします。

平成30年度業務拡大に伴う
統一講習会報告
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業務拡大に伴う統一講習会に参加して
社会医療法人　千秋会　井野口病院

土井　美幸

　平成30年 6 月16日～17日の 2日間、広島大学病
院にて法改正に伴う講習会に参加しました。
　座学では、造影剤の副作用や合併症、感染症、
下部消化管検査（注腸）・ＩＧＲＴ（画像誘導放
射線治療）に対する骨盤内臓器の解剖や手技を学
びました。改めて勉強することでより理解を深め
ることが出来ました。実技では、座学で学んだこ
とをベースに、ファントムを使用して行いまし
た。少人数の参加だったため、とても楽しく和や
かに実技をすることが出来ました。
　今まで、診療放射線技師が出来なかった業務が
出来るようになり、医師や看護師がいない状況で
抜針などをしていくので、患者さんの状態をよく
観察しなければならないし、異常があったときの
病院体制を整えていく必要があると感じました。
　最後に、このような講習会を開催していただい
た日本診療放射線技師会、広島県診療放射線技師
会に感謝申し上げます。

業務拡大に伴う統一講習会を受講して
たかの橋中央病院　放射線科

鶴身　春佳

　この度広島大学病院で開催された業務拡大に伴
う統一講習会を受講しました。基本的な座学は全
てＤＶＤでの講義でしたが、ただ黙々とスライド
を読み上げるだけのものではなく重要な事項には
補足を付け加えながらの講義でしたので、テキス
トに書き込んだりマーカーを引いたりと気の抜け
ないものでした。解剖やＢＬＳについても詳しく
解説され、とても良い復習になったと思います。
実習においてはファントムを用いて手技を習得す
るものでしたが、受講者の方や講師の先生方と実
際にコミュニケーションを取りながら行なう仕組
みとなっていたので、会話や気遣いといった現場
で必要不可欠な要素もカバーされていて実践的だ
と感じました。私も実際に行ってみて、手順を何
度も見返したり、慣れない手技に口数が少なく
なったりと座学だけでは足りない部分を知る事が
できました。
　今回の法改正により、チーム医療内での役割の
拡大と同時に看護師の業務軽減が期待できるた
め、習得した技能を活かし、より積極的な貢献を
目指していきたいです。
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業務拡大に伴う統一講習会に参加して
広島赤十字・原爆病院　中央放射線科

滝口　大貴、田名後　弥里

　私たちはＪＲ広島病院にて行われた業務拡大に
伴う統一講習会に参加しました。その参加報告を
いたします。
　勤務して 2年目になる私たちは、業務拡大の内
容においてはＣＴ検査におけるインジェクターの
操作および造影剤の投与のみ経験がありました。
この度の業務拡大に伴い、私たちの業務の幅を広
げるため、本講習会に参加しました。
　座学では、普段の業務での疑問が解決でき、新
しい知識が増え充実した内容でした。実技では緊
張しましたが、自施設での業務を思い浮かべなが
ら声かけや実技を行いました。次第に緊張はと
け、笑いもあり楽しい実技でした。また、講師の
方々から参考書には載ってないような経験に基づ
いたポイントなどを細かく教えていただき、短時
間ですが非常に有意義な実技となりました。
　本講習会に参加して、医療技術の進歩のなかで
私たちは専門性を高めると同時に、職域の広がる
可能性に対して前向きに取り組むことの必要性を
感じました。今回の統一講習会はその点において
非常に重要なものだと思いますので、参加して良
かったです。今後はこの経験を活かして、自施設
や地域の医療に貢献したいと思います。

業務拡大に伴う統一講習会を受講して
ＪＲ広島病院　放射線科

中沢　慈詠

　平成30年 8 月11・12日にＪＲ広島病院にて行わ
れた業務拡大に伴う統一講習会に参加しました。
講習では主に法改正、造影剤の血管内投与静脈路
の抜針及び止血、下部消化管造影、ＩＧＲＴに関
する講義と実習を行いました。
　講義はＤＶＤ放映形式で行われ、昼食後の講義
は睡魔との戦いでしたが学生時代の良い復習にも
なりました。
　実習では講師の方々の指導の元、ファントムを
用いて静脈注射の抜針や下部消化管検査用カテー
テルの挿入、ＢＬＳを行いました。業務で注意す
べき点などを確認しながら、他の施設の方々とも
和やかな雰囲気の中、自分が知らなかった知識を
身につけることができました。
　造影検査時の抜針やカテーテルの挿入などはこ
れから行う機会もあると思いますので今回の講習
会で学んだことを業務に生かしていきたいと思い
ます。
　講師の方々におきましては、お忙しい中会場の
準備や実習での指導などしていただきありがとう
ございました。
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マネジメント研修会報告
医療法人社団光仁会　梶川病院　放射線科

科長　中上　康次

　平成30年 7 月21日に管理職を対象としたマネジ
メント研修会が開催されました。大小様々な施設
から技師長、科長、主任などたくさんの管理職の
方々が集まりました。
　研修内容として、前半は現状と今後の動向を含
めた診療報酬について、富士フイルムメディカル
のマーケティング部に所属されている岩田先生に
お話いただき、広島市立病院機構の理事長、影本
先生からは市民病院の運営に関する大変貴重な話
をいただきました。どちらも今後の病院運営に大
変参考になる話で興味深い内容でした。研修後半
はオフィス生田代表の生田先生からリーダーシッ
プについてのお話をいただき、モチベーションの

高い組織をつくるため職場でのコミュニケーショ
ンに関するワークショップが開催されました。日
頃、なかなか関わることのない施設同士、しかも
管理職の方々でグループを作ってのワークショッ
プは参考になる話も多く、大変貴重な体験となり
ました。研修会終了後は情報交換会も開催され、
酒を酌み交わしながらこちらでも大変貴重な話を
聞くことができました。
　今回、広島県診療放射線技師会では初の試みと
なる研修会でしたが、診療放射線技師会ならでは
のすばらしい企画で、今後も、開催して欲しい研
修会だと思います。

影本　正之　先生

岩田　貴　先生

生田　晋　先生
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グループワーク風景

情報交換会風景
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　 8 月26日（日）ＪＲ広島病院大会議室にてフレッ
シャーズセミナーが開催されました。このセミ
ナーは日本診療放射線技師会と広島県診療放射線
技師会が共同して、新人診療放射線技師を対象と
し、毎年開催しています。このセミナーの特徴
は、医療者として必要な医療安全学、医療感染
学、エチケット・マナーを学び、診療に対応でき
る新人診療放射線技師として知っておくべき基礎
知識の習得を目的としています。
　今年は朝早くから20 名の参加がありました。
　明日からの臨床に役立つ内容や、診療放射線技
師会がどのような活動をしているかなど、10時か
ら17時30分まで一日かけて行うセミナーでした
が、受講者の皆様は最後まで熱心に講義を聞いて

おり、積極的に質問をしていました。
　セミナー後は若手放射線技師の仲間作りや診療
放射線技師会への入会促進を目的に情報交換会を
開催し、セミナー参加者理事合わせて18名の参加
があり大いに盛り上がりました。最初は緊張して
いた参加者でしたが、会が進むにつれ笑い声も増
え、交流を深めとても有意義な会となりました。
　来年も同時期に開催する予定です。こんな企画
をやってみたら面白いのではないか等、良いアイ
ディアがありましたら是非教えて下さい。
　今後も自施設で新卒から卒後数年の若手放射線
技師がおられましたらフレッシャーズセミナーへ
の参加を促していただけたら幸いです。

フレッシャーズセミナー開催される
広島県診療放射線技師会　理事　小鷹狩　賢司

診療放射線技師のためのフレッシャーズセミナー プログラム
講座名 講　師

患者さんに伝わる話し方 広島県診療放射線技師会 理事
シムラ病院 森 美由紀

みんなで考える感染対策とは 広島県診療放射線技師会 理事
アマノリハビリテーション病院 外川 雅士

医療安全は誰のもの？ 広島県診療放射線技師会 理事
広島大学病院 穐山 雄次

胸部単純撮影を総復習しよう 広島県診療放射線技師会 理事
呉医療センター 小鷹狩 賢司

体で覚える気管支解剖 広島県診療放射線技師会 副会長
広島大学病院 木口 雅夫

当直で役に立つ救急ＣＴを学ぼう 広島県診療放射線技師会 副会長
ＪＡ広島総合病院 山口 裕之

技師会って何のためにあるの 広島県診療放射線技師会 会長
医療法人あかね会 土谷総合病院 今田 直幸
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呉医療センター
小野山　健輔

　今回、広島診療放射線技師会主催のフレッ
シャーズセミナーに参加させて頂きました。
　私は技師一年目で、このようなセミナーに初め
て参加させて頂き、とても感銘を受けました。日
頃から気にしている接遇ですが、挨拶の重要さ、
目を見る大切さを改めて実感いたしました。他に
も、起こりやすいインシデント、救急ＣＴ、胸部
撮影など、多くの情報と気をつけるポイントを学
ぶことができました。知識だけではなく、他院の
技師の方と交流を持つことができ、その方の考え
方や、アドバイスなどを頂き、普段聞けない話を
聞くことができ、自分の目指す診療放射線技師の
あり方について考えるよいきっかけになりまし
た。今後もぜひ参加させて頂こうと思っています。

アマノリハビリテーション病院　放射線課
大上　龍馬

　平成30年 8 月26日に行われた診療放射線技師の
ためのフレッシャーズセミナーに参加させていた
だきました。午前の部では、患者接遇、感染対策、
医療安全といった医療従事者として、また社会人
としてのエチケットやマナーなどを、午後の部で
は、撮影学、解剖学、実際の臨床例を交えての読
影学を学ばせていただきました。
　午前の部においては、患者様が気持ちよく検査
を受けられるような言葉遣い、気配り、心遣いを、
そして、患者様が危険にさらされることのないよ
うな配慮を、また、撮影室では外来患者様と入院
患者様が行き交うため手指衛生や場合によっては
個人防護具の着用などといった患者様、自分自身
を守るための感染対策について再度考えることが
できたと思います。また、午後の部においては、
胸部単純撮影、気管支解剖、実際の臨床例を交え
た救急ＣＴを学び、学生時代に学んだことやそれ
を今後どのように気をつけながら検査を行うべき
なのかを知ることができたかと思います。
　今回のセミナーを通して、自分ができていたこ
と、できていなかったことを再確認でき、接遇面
だけでなく撮影、解剖、読影などに関しても日々
勉強していこうと思います。

フレッシャーズセミナー参加者感想
フレッシャーズセミナーに参加して -
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　第44回ソフトボール大会がみよし運動公園で 7
月 1日（日）に開催されました。当日は、前日の豪
雨の為グラウンドのコンデションは最悪でしたが
……なんと言う事でしょう！　早朝からきて頂い
た精鋭ボランティアの手によって、問題のない状
態へよみがえり、無事開催の運びとなりました。
（感謝、感謝です）
　今大会は18チームの参加でしたが、その中に見
慣れないチーム名が？「この世界の片隅に」、「狐
狼の血」……くぅぅ～っ！　やってくれました呉
連合、呉をロケ地とした名作映画をチーム名とし
ての参加です。（素晴らしき郷土愛ですね）
　前年度優勝の霞・梶川・西医療・ＪＲ連合、前
年度準優勝の広総フェニックスは順当に勝ち上が
り、決勝戦は昨年と同じ顔合わせとなりました。

序盤は、お互い譲らない試合展開でしたが、終盤
になっても広総フェニックスの攻撃力は衰えるこ
となく、毎回得点を続けた広総フェニックスが昨
年のリベンジを果たして優勝を掴みとりました。
力尽きた霞・梶川・西医療・ＪＲ連合選手の口か
らは、「半端ないって広総フェニックス！！」と言っ
たか言わなかったかは謎ですが？
　今大会を開催するにあたって、朝早くから終了
まで協力頂いた北部支部の皆様、早朝準備を手
伝って頂いた皆様、チームをまとめて下さった
チーム代表の皆様のお陰で第44回大会を無事終え
ることができたことに大変感謝しています。
　第45回大会も是非、皆様の力で盛り上げて下さ
い！

（公社）広島県診療放射線技師会
ソフトボール大会報告

東広島地区理事　荒木　真悟

第44回

半端ないって広総フェニックス！！
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2018年度 ソフトボール大会優勝記
ＪＡ広島総合病院　放射線科　横田　径

　夏の暑さが本格的となる 7月 1日、第44回広島
県放射線技師会ソフトバール大会が開催されまし
た。天気は曇り混じりの晴れとなり、熱中症が心
配される中、18チームの猛者たちがみよし運動公
園に集結しました。我が広総フェニックスは、 5
年前に優勝したのを最後に、毎回上位に名を連ね
るもののあと一歩というところで優勝を逃してき
ました。昨年は頼もしい新戦力となる若き女性が
加入しましたが、決勝戦で霞・梶川・西医療・
ＪＲ連合チームとの試合で敗れ準優勝で終わりま
した。
　今年度は 2回ほどの練習を行い、本番に臨みま
した。とにかく点を稼ぐことに力をいれている広
総は、女性＆シニア枠の特別得点をふんだんに活
用。毎試合 2桁得点を叩き出して見事決勝戦に進

出しました。
　決勝の相手は、昨年と同じ霞・梶川・西医療・
ＪＲ連合チーム。リベンジに燃えて臨もうと思い
きや、体は正直で疲労の色が隠せず、満身創痍で
試合が始まりました。しかしいざ試合となると、
負けず嫌いの集まりでもある広総は、圧倒的強さ
をほこる相手チームに対して気持ちでぶつかり、
好ゲームを演出。見事に勝利し、広総フェニック
スが 5年ぶりとなる優勝を掴み取りました。後日
皆さんに試合を振り返ってもらうと、決勝戦の内
容を覚えていない人が多く、中には優勝したこと
すら忘れている方がいるぐらい熱中していたそう
です（広総の田〇さん等）。しかし、恐らく平成
最後となるであろう今大会に有終の美を飾れてこ
の上ない喜びを感じました。
　最後に、大会開催のために朝早くから準備をし
てくださった方、運営に尽力してくださった方達
に心から感謝致します。ありがとうございました。

全力疾走を強いられる山口副会長

広総フェニックスのメンバー
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公益社団法人広島県診療放射線技師会　役員紹介

今田　直幸（いまだ　なおゆき）　 　医療法人あかね会土谷総合病院

　この度、会長として 3期目を務めさせていただきます、今田です。
　昨年、広島市で開催した第14回中四国放射線医療技術フォーラムでは大変お世話になりまし
た。盛会裏に終了する事ができたのも、広島県の会員の皆さまが一丸となって取り組んだ結果で
す、心より感謝申し上げます。
　広島県診療放射線技師会の会員になって良かった、と思ってもらえるような技師会にするため
に役員一同頑張って参ります、どうぞ引き続きよろしくお願いいたします。

木口　雅夫（きぐち　まさお）　 　広島大学病院

　副会長を勤めます木口雅夫です。今田会長の補佐としての業務に加えて、JART教育委員・中
四国地域教育委員幹事として広域を対象とした生涯教育、研修活動、本県の研修活動に携わって
います。業務拡大に伴う統一講習会の当県での開催は来年度で一旦終了となります。今後のス
テップアップのためにも必要な終了資格となりますので多くの方の受講をお待ちしております。
　また、本年は中四国放射線医療技術フォーラム2018で多くの会員のみなさまにご参加ならびに
運営にご協力いただきましてありがとうございました。成功裏に終えることができましたことを
感謝いたします。次回開催の 9年後に繋がるように本会でも活動を進めてまいります。
　セミナー、研修会ともども多数の会員の方の参加をお待ちしております。よろしくお願いいた
します。

山口　裕之（やまぐち　ひろし）　 　JA広島総合病院

　副会長を勤めさせて頂いております、山口裕之と申します。よろしくお願い致します。今田会
長のサポートおよび、学術、教育担当として県内の研修会や講習会に携わっており、業務拡大に
伴う統一講習会の実習指導講師としてもお手伝いさせて頂いています。業務拡大に伴う統一講習
会は2019年度で終了予定ですので、少しでも多くの会員の皆様に受講して頂きたいと思います。
広島県診療放射線技師会研修会では、少しでも皆様のお役に立てるような内容にしたいと考えて
いますので、ご意見ご要望があれば是非お知らせ下さい。

石田　順一（いしだ　じゅんいち）　 　広島逓信病院

　若い理事、女性理事、各支部理事の参加でよりスムースな運営ができて、会員に喜んで参加し
て頂けるよう見守って行きたいと思います。特に今期から会計担当理事が替わり何かと大変だと
思うのでそのあたりもサポート出来たらと考えています。

会 長

副 会 長

副 会 長

監 事
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花本　隆秀（はなもと　たかひで）　 　国家公務員共済組合連合会　吉島病院

　平成18年から12年間、広島中央支部の地区理事を担当しておりました。今年度から監事を務め
させていただきます。会員の皆様が入会して良かったと感じられるような運営となるよう、理事
の皆さんと協力していきたいと思います。

大胡　文彦（おおえべす　ふみひこ）　 　広島赤十字・原爆病院

　今年度より参加させてもらっております、広島赤十字・原爆病院の大胡です。微力ではありま
すが、技師会を盛り上げていけるよう精一杯尽力していきたいと思っておりますので、よろしく
お願いいたします。

木坂　智香（きさか　ちか）　 　画像診断センター霞クリニック

 2 期目を迎えますがより一層会員の皆様、女性技師会員の皆様のお役に立てるよう努めていき
ます。
　よろしくお願い致します。

小鷹狩　賢司（こだかり　けんじ）　 　呉医療センター

　研修会企画、フレッシャーズセミナー、統一講習会の実習スタッフとして主に活動していま
す。最近は 2才の息子がどうやったら甲子園に行けるか日々模索中です。今年で 3任期目となり
ました。微力ではありますが会員の皆様のお力になれるよう活動してきます。どうぞよろしくお
願いします。

外川　雅士（そとがわ　まさし）　 　アマノリハビリテーション病院

　主にホームページとレントゲン週間の担当をしています。ホームページで会員の皆様にいち早
く研修会等の情報をお伝えしたいと思います。研修会、研究会、公開講座等の情報がありました
らご遠慮なくご連絡ください。

戸塚　功二（とつか　こうじ）　 　社会医療法人千秋会井野口病院

　井野口病院の戸塚と申します。RTJournalの編集を中心に活動しています。レントゲン週間イ
ベントや研修会などのお手伝いもさせて頂いています。業務拡大に伴う統一講習会の講師もして
いるので、皆様とお顔を合わせる機会も多いと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

監 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事
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西丸　英治（にしまる　えいじ）　 　広島大学病院

　広島県診療放射線技師会の会員の皆様こんにちは、理事会推薦理事の西丸英治といいます。現
在は、広島大学病院に勤務しており、今期で五期目を務めさせて頂いております。主にメールマ
ガジンの配信を担当しており、研修会等の情報を中心に配信していますが、会員の皆様にご要望
やご意見をいただけましたら幸いです。至らぬ点も多くありますが会員の皆様のお役に立てる情
報を配信していきたいと思います。今後も微力ではありますが、会員の皆様の力になれるよう努
力いたします。宜しくお願い致します。

本城　圭祐（ほんじょう　けいすけ）　 　広島市民病院

　この度、初めて理事に就任いたしました本城です。本技師会が主催するまたは後援する研修会
等についてJARTへのイベント申請や参加者報告（参加実績処理・ポイント加算）を担当してい
ます。
　若手若手と思いながら仕事をし、技師歴10年になってしまいました。職場では多くの後輩を持
つようになり、責任ある行動が取れるよう励んでいます。技師会でも若手のためにより良い環境
になるために自覚を持ち、頑張っていきたいと思います。よろしくお願いします。

森　美由紀（もり　みゆき）　 　医療法人社団曙会シムラ病院

　理事をさせていただいております、曙会シムラ病院の森です。従来、主に県や他団体と協力し
てのピンクリボン活動、中四国女性診療放射線技師活躍推進班実行委員としての活動を行ってき
ましたが、今年から新たに会計の役も担わせていただく事となりました。まだまだ至らぬ点は多
くあると思いますが、技師会の発展と会員の皆様のお役に立てるよう、いろんな声を集めながら
取り組んでいきたいと思っております。イベントの際なども気軽に声をかけていただければと思
います。どうぞ宜しくお願いします。

森本　章（もりもと　あきら）　 　国家公務員共済組合連合会呉共済病院

技師会を通じて、皆様に貢献していきます。
つながりを、より直接的に、よりシンプルに。
研修会などへのご意見やご要望ございましたら随時受け付けています。
よろしくお願いいたします。

山下　由香利（やました　ゆかり）　 　医療法人あかね会土谷総合病院

　皆様こんにちは。常務理事の山下由香利です。理事の仕事も二期目に突入しました。一期目で
は、研修会のお手伝いやピンクリボン運動などに携わらせて頂きました。不慣れな点も多く、な
かなか皆様のご要望に沿った働きが出来ていませんが、今期も微力ながら会長はじめ理事の皆さ
んと協力して広島県診療放射線技師会を盛り上げるお手伝いができたらと思っています。研修会
等でお会いしましたら、気軽に話かけて頂きご意見等頂けたらと思います。よろしくお願い致し
ます。

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事
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穐山　雄次（あきやま　ゆうじ）　 　南東安芸地区／広島大学病院

　南東安芸地区理事を担当させていただいております広島大学病院の穐山です。普段の仕事では
ＭＲ検査を担当しています。新しい技術の進歩において行かれないように必死です。診療放射線
技師の仕事もこれからのＡＩテクノロジーによって豊かになっていくことを期待しています。
　技師会研修会では医療専門職としての知識や放射線技術学の技術向上のための研修だけでな
く、他職種や他団体からの情報も得られる企画など会員の皆さんの役に立つような活動ができれ
ばと思っています。よろしくお願いいたします。

荒木　真悟（あらき　しんご）　 　東広島竹原支部／土肥整形外科病院

　この度、東広島地区理事を継続（三期目）させて頂くことになりました。少しでも皆様の期待
に応えられるように奮起できればと思いますので、引き続き宜しくお願い致します。
　県技師会では、ソフトボール大会（厚生係）の運営を担当しています。 6月くらいに開催予定
なので、新規に参加されたいチームなど、ソフトボール大会に関する問い合わせがあればご連絡
下さい。

小村　哲也　（おむら　てつや）　 　広島中央支部／浜脇整形外科病院

　中央支部理事を務めさせて頂きます小村です。浜脇整形外科病院に勤務しております。何も
分からないのに、理事の世界に飛び込んでしまいました。骨のことしか分かりません。知識も浅
く、人見知りです。何かありましたら、気軽に声をかけていただくほうが喜びます。まだまだ勉
強することばかりですが、小さなことからコツコツと何にでも挑戦していきたいと思っておりま
す。よろしくお願いいたします。

冨久　昇（とみひさ　のぼる）　 　北西山県支部／日比野病院

　北西山県支部の理事を担当させていただいています日比野病院の冨久です。支部としての活動
ができていない状況ですが、今後は研修会の開催を企画し会員の皆様の交流の場を設けていきた
いと思っております。ご要望がありましたら、お気軽にお声かけください。

豊田　隆繁（とよた　たかしげ）　 　東部地区／尾道市立市民病院

　尾道市立市民病院の豊田隆繁です。東部地区の尾道・三原支部の代表として、無事に 8年間
地区理事をさせていただくことができました。広島県診療放射線技師会と会員の皆様との連携が
取れるように、お役に立てればと思っております。尾道・三原地区の会員の皆様、何かございま
したら気軽にご連絡をいただけたらと思います。特に三原地区の方々、ご連絡頂きたいと思いま
す。 私自身、技師会の発展のため頑張っていけたらと思いますので、よろしくお願いいたします。

中上　康次（なかうえ こうじ）　 　広島中央支部／医療法人社団光仁会梶川病院

　梶川病院に勤めて30年！　ずっと小規模民間病院で頑張っております。ですので、大規模施設
の方々にはもちろんですが、小規模施設の方々にも満足していただけるような技師会活動を行っ
ていきたいと考えております。良いアイデア、ご意見などあれば、どんな事でも気軽にお教えく
ださい。技師会を盛り上げるために今期も熱く、熱く、全力で頑張りますのでよろしくお願いし
ます！

地区理事

地区理事

地区理事

地区理事

地区理事

地区理事
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畑山　秀貴（はたやま　ひでき）　 　東部支部／公立学校共済組合中国中央病院

　東部支部を担当させていただいています、中国中央病院の畑山です。東部地区の研修会など担
当しております。皆様のお役に立てる会になるようにと考えております。ご要望があれば東部の
幹事会などにお伝えください。個人的には昨年は病気や怪我が相次ぎご迷惑をおかけしました。
今は調子も戻り、健康のありがたさを本当に実感しております。皆様のご参加、ご協力を宜しく
お願いします。

三村　尚輝（みむら　なおき）　 　東部支部／福山市民病院

　はじめまして、今年度より地域理事をさせて頂いております福山市民病院の三村です。広島県
診療放射線技師会の活動・発展に、微力ではありますがお役に立てるよう頑張ってまいります。
よろしくお願い致します。

本山　貴志（もとやま　たかし）　 　西部支部／ JA広島総合病院

　西部地区の地区理事を務めさせて頂いています本山です。ここ数年、皆様の満足いただける
活動ができず、申し訳ございません。今後、支部の皆さまからの意見を広くお聞きして研修会等
行っていきたいと考えています。ご希望等ありましたら、本山までご連絡いただけたらと思いま
す。今後ともよろしくお願いいたします。

安井　哲士（やすい　てつし）　 　北部支部／庄原赤十字病院

　新しく北部支部選出理事に就任致しました庄原赤十字病院の安井です。
　力量不足ではありますが、出会いとつながりを大事にし頼れる絆を築ける様、技師会理事の役
割を務めたいと思います。皆様と一緒に楽しく技師会を盛り上げていく所存ですので、ご協力の
ほどよろしくお願いいたします。

山本　健之（やまもと　けんじ）　 　呉支部／呉医師会病院

　呉地区理事を務めさせていただいております呉市医師会病院の山本です。 7月上旬の西日本豪
雨災害におかれまして被災されました方々に心よりお見舞い申し上げます。報道などでご存じと
は思いますが呉地区は甚大な被害を受けました。しかしながら地区内の病院や施設などに直接的
な被害がなかったことをこの場を借りて報告いたします。（地域によっては約10日間の断水によ
り業務にかなりの支障がありましたが…）これからも県技師会や呉地区のみなさまのご意見ご要
望を反映し微力ながら支部活動など努力してまいりますのでよろしくお願いいたします。

地区理事

地区理事

地区理事

地区理事

地区理事
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理事会議事録

日　時：平成30年 6月10日（日）15：00～17：00
場　所：広島大学病院臨床管理棟 3階 4会議室
議事録記載人　小鷹狩　賢司
理事現在数　　24人
出 席 理 事　　今田　直幸・木口　雅夫

山口　裕之・豊田　隆繁
藤原　賢治・森　美由紀
山下由香利・木坂　智香
山本　健之・森本　　章
西丸　英治・穐山　雄次
中上　康次・面谷　耕司
戸塚　功二・荒木　真悟
本山　貴志・冨久　　昇
外川　雅士・花本　隆秀
小鷹狩賢司

監　　　事　　石田　順一
出席理事数　　21名
出席監事数　　 1名
　以上の通り、理事の過半数に相当する理事
が出席したので、本理事会は適法に成立し
た。
　よって当法人定款第35条に基づき会長　今
田　直幸は議長の席に着き開会を宣言し、直
ちに議事に入った。

議題（報告事項）
1．中四国会長会議報告
　昨年開催された徳島でのＣＳＦＲＴの会計
報告、事業内容の報告があり大きなトラブル
なく開催された。
　徳島県からのアドバイスで技師会、技術学
会に登録されている住所録を統一のフォーム
にしないと抄録の発送時にトラブルが起きや
すい。
　奨励賞に広島県ＭＲＩ勉強会を推薦した。

　ＪＡＲＴの中四国地域理事を北川理事に変
わり愛媛の茂木会長が務める。（今田会長）

2 ． 公益社団法人日本診療放射線技師会定時
総会参加報告

　 6月 2 日にＪＡＲＴ定時総会が開催され
た。
　ＪＡＲＴ中澤会長から今後取り組む活動に
ついて以下の説明があった。
　Ⅰ． 学校教育のプログラムに画像診断技術

学を付け加えて単位数を増やす方向を
目指している。

　Ⅱ． 現在の見学型の実習ではなく学生参加
型の実習ができるような法律に変えて
いきたい。（実際に曝射ボタンを押す
など）

　Ⅲ． 医療放射線に関する最適化　ＣＴの線
量情報を記録することが義務化され
る。それに伴って当会が認定している
被ばく低減施設をもっと増やしたい。

　Ⅳ． 技師法の抜本的な見直し　一例として
「医師の具体的な指示のもと」ではな
く疑義照会が行えるような法律に変え
る必要性がある。

　総会時の会場からの質問としては以下のも
のがあった。
・  ＪＡＲＴ主催の国際会議などを行っている
が、会員にメリットあまり感じなれない。

・  女性技師の活躍推進の場で予算が引き下げ
られたことに関する質問。

・  統一講習会受講者は臨床検査技師が60％程
度受講している。放射線技師会は40％程度
でありこのまま受講者数に差があるのはま
ずいのではないか。（今田会長）

平成29年度 第 5 回理事会議事録
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3 ． 第14回中四国放射線技術フォーラム進捗
状況

　木口副会長より第14回中四国放射線技術
フォーラム（ＣＳＦＲＴ）の進捗状況が報告
された。
　2018年11月 3 ・ 4 日でアステールプラザを
会場として開催する。ランチョンセミナー
等、協賛メーカーも参加していただいている
が協賛金がまだ少ない。目標とする 4割程度
しか集まっていない。各理事はメーカーにご
協力依頼をお願いしたい。
　実行委員に関しては開催時には100名くら
い必要と予想される。各病院に協力をお願い
している。理事の出席確認を行った。（木口
副会長）
　情報交換会は11月 3 日に広島プリンスホテ
ルで情報交換会を400名の規模で行う。（最大
500名収容可能）。送迎バスが学会会場から出
発。乗り遅れないように注意して頂く必要が
ある。（西丸理事）
　演題募集期間は 7月 1 日から 7 月31日と
なっている。多数の演題登録を各理事にお願
いしたい。（山口副会長）

4 ．その他
・研修会について
　第 1回研修会は 6月24日に開催されるが、
小寺先生に講演を依頼しているため理事から
も多数参加を呼び掛けてほしい。（山口副会
長、山下理事）
・マネジメント研修について
　 7月21日（土）広島市民病院で開催される。
情報交換会もあり、多くの施設の技師長、副
技師長に参加していただきたい。出欠の確認
は返信はがきで確認する。（山口副会長）
・ＲＴジャーナルについて
　入稿までまだ時間があるので校正をよろし
くお願いします。（戸塚理事）
・定款改正について
　資産の定義が明確化されていないとの行政

からの指摘があり今年度総会で定款改正が必
要である。委任状は 3分 2以上がないと定款
改正ができない。各施設に協力依頼をお願い
します。（今田会長）
・ソフトボール大会について
　 7月 1日みよし運動公園にて開催。現時点
は18チームが参加申し込みをしています。入
会促進ブースは今年もやります。ピンクリボ
ンバッジ、入会のすすめの準備をお願いしま
す。（荒木理事）
・ピンクリボンdeカープの報告
　雨天のため試合は中止となったが、中止決
定13時までは予定通り活動した。再試合は 9
月21日、イベントも実施するが小規模で開催
するので人員は必要ない。（森理事）

（審議事項）
1．平成29年度事業報告
　29年度の事業報告（別紙資料参照）を作成
した。承認をお願いしたい。（今田課長）
　その他に質疑なく、決議に入った。全員挙
手にて賛成し承認された。

2 ．平成29年度収支決算報告
　平成29年度収支決算報告（別紙資料参照）
は例年と大きな変化はないが除籍者分の未納
会費分の記載を追記する予定である。（今田
会長）
　その他に質疑なく、決議に入った。全員挙
手にて賛成し承認された。

3 ．平成29年度監査報告
　監査報告が行われた。助言として理事の役
割をもっと明確にして複数で関われるように
しないといけない。特に会計は領収書だけで
なく何の目的で使用したかを裏面などに記載
するようにしたほうが良い。（石田監事）
　その他に質疑なく、決議に入った。全員挙
手にて賛成し承認された。



40

技師会誌　No.50

4 ．平成29年度退会者・除籍者の確認
　別紙の通り、平成29年度の退会者・除籍者
の承認をお願いしたい。（今田会長）
　その他に質疑なく、決議に入った。全員挙
手にて賛成し承認された。

5 ．その他
・理事辞任、交代について
　北部の宮野音理事の後任に庄原赤十字病院
の安井さんを推薦された。
　東部の藤原理事の後任に福山市民病院の三
村さんを推薦された。
　常務理事の西原理事の後任として広島市民
病院の本城さんを推薦された。
　会計担当の面谷理事が辞退される。
　広島赤十字原爆病院の大胡さんが立候補さ
れる予定。
　監事の清堂監事が辞退予定である。後任と
して北川理事を打診中である。（今田会長）
　その他に質疑なく、決議に入った。全員挙
手にて賛成し承認された。
・フレッシャーズセミナーについて
　講義担当は「接遇」を森理事、「医療安
全」を穐山理事に依頼した。会場は①ＪＲ広
島病院②広島市民病院③広島大学病院の順で
あたっていく。会場決まり次第プログラム作
成、広報していく。（小鷹狩理事）
　その他に質疑なく、決議に入った。全員挙
手にて賛成し承認された。

以上をもって議事を終了した。

日　時：平成30年 6 月24日　15：15～16：15
場　所：広島市南区霞 1－ 2－ 3
　　　　広島大学病院臨床管理棟 3階大会議室
会 員 数　744名（平成30年 3 月31日現在）
　　　　　総会成立人数　372名
　　　　　出席人数　　  　38名

　　　　　委任状出席　413名
　　　　　出席総数　　451名
総会役員　議　　　　長　戸塚　功二
　　　　　議事録記載人　山下由香利
　　　　　議事録署名人　花本　隆秀

1 ．開会の辞
　平成29年度定時総会の開会宣言が司会の木
口副会長より行われた。

2 ．会長挨拶
　平成29年度の事業も会員の皆さまのご協力
により、ほぼ計画通り遂行することができた
ものと考えております。詳細につきましては
総会資料をご覧ください。本日は会員の皆さ
まの忌憚のないご意見をいただき、29年度事
業を総括することができれば、と思いますの
でどうぞよろしくお願いいたします。

3 ．議長選出
　司会者より戸塚功二会員が推薦され、満場
一致で選出された。
　議長より、出席者数38名、委任状413名、
計451名の出席と認め過半数に達しているた
め総会成立を宣言した。定款第18条（定足
数）

4 ．議事
1号議案　平成29年　事業報告
　今田会長より総会資料に基づき総括を報告
された。
　例年通り、年 4回の研修会、レントゲン週
間イベント、市民公開講座、支部研修会や研
究会を行った。また、業務拡大に伴う統一講
習会は 5回開催した。中四国では最も開催数
が多く、スタッフの協力のもとに、広島県独
自の事業に加え、全国の事業も開催すること
ができた。

平成29年度定時総会議事録
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2 号議案　平成29年　庶務報告
　山口副会長より総会資料に沿って説明が行
われた。

3 号議案　平成29年　決算報告
　会計担当に代わり、今田会長より総会資料
に沿って説明が行われた。
　渡辺元会長より寄付金50万円を頂いた。
　資料の正味財産期末残高を（－17万円）と
訂正する。
　公益目的事業比率82％と公益法人会計に照
らし合わせて適正と考えられる。

4 号議案　平成29年　監査報告
　石田監事より監査報告が行われた。
　単年度の赤字決算について今後慎重に考え
ていく必要がある。
　また、理事の役割、協力体制の強化が必要
である。

　議長より 1号議案から 4号議案まで一括し
て質問、意見を求めたが、質問なく採決に
入った。挙手にて満場一致の賛成で承認され
た。

5 号議案　平成30年　事業計画
　今田会長より事業計画の報告がされた。
　詳細は資料の通り、例年通りの年 4回の研
修会、レントゲン週間イベントを予定してい
る。また、今年度も 5回の統一講習会を予定
している。今年度新たな試みとしては、マネ
ジメント研修会を予定している。
　また、11月 3 日、 4日に中四国フォーラム
が広島で開催される。是非とも成功させたい
と思います。当日の実行委員等多くの方の協
力が必要となるため、どうぞよろしくお願い
します。

6 号議案　平成30年　予算計画
　今田会長より総会資料に基づき説明された。

　収入は例年通り変わりなし。支出の管理
費・消耗品費について、これまで使用してい
た会計ソフトのサポート期限が切れ、バー
ジョンアップやトラブル対応も全くなくなっ
たため、新たなソフト購入費用およびそれに
伴う専用パソコンの購入費として120万円を
計上している。石田会計事務所と相談のうえ
会計ソフトは決める予定である。
　単年度収支は赤字決算だが、記念事業積立
や繰越金を含めると赤字体制になっているわ
けではない。これまでどおり公益事業に力を
入れていきたい。

　議長より 5号議案と 6号議案に対して質疑
を求めたが、会場からはなく採決に入った。
挙手にて満場一致の賛成で承認された。

7 号議案　定款改正
　今田会長より、昨年 9月の立ち入り検査結
果にて、定款の改正が必要との指摘を受けた
と報告があった。総会資料に基づき、定款改
正案が説明された。

　議長より定款改正案に対して質疑を求めた
が、会場からはなく採決に入った。挙手にて
参加者の 3分の 2以上の承認が得られ定款改
正が承認された。

8 号議案　その他
　その他の議案について議長団、会場の出席
者に確認、議案についての提案はなかった。

5 ． 役員選挙（理事・監事の任期満了による
選挙）

　定款第23条（役員の選出）役員選出規定に
より選挙が行われた。
北川選挙管理委員長より
候補者は別紙通り
支 部 理 事　11名
理事会推薦理事　13名
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監 事　 2名の立候補
　選挙規定12条より立候補者は定数内のため
無投票で当選と認める。という宣言があり候
補者一人一人の承認をお願いしますとの発言
があった。
　挙手によりすべての候補者が満場一致で承
認された。

6 ．議長団解任
　議長はすべての議事の終了を確認し、議長
降壇を宣言した。

7 ．表彰
　以下の方々が表彰された。
石井賞　面谷　耕司（ 広島原爆障害対策協議会

保健管理・増進センター）
槙殿賞　川上　真司（福山循環器病院）
奨励賞　石本　智洋（中国労災病院）
　　　　本城　圭祐（広島市民病院）
　　　　野田　典孝（土谷総合病院）
　　　　小鷹狩賢司（呉医療センター）
　　　　早田　将博（ 広島がん高精度放射線

治療センター）
　　　　岡杖　俊也（ 広島がん高精度放射線

治療センター）

8 ．閉会の辞
　木口副会長より平成29年度定時総会を終了
する旨挨拶があり終了した。

日　時：平成30年 6月24日（日）16：15～17：00
場　所：広島大学病院
　　　　臨床管理棟 3階大会議室
議事録記載人　山下　由香利
理事現在数　　24名
出 席 理 事　　20名

今田　直幸・木口　雅夫
山口　裕之・戸塚　功二

小村　哲也・森　美由紀
外川　雅士・本城　圭祐
森本　　章・安井　哲士
山本　健之・豊田　隆繁
小鷹狩賢司・穐山　雄次
富久　　昇・畑山　秀貴
本山　貴志・荒木　真悟
山下由香利・木坂　智香

出 席 監 事　　 2名　石田順一・花本隆秀
　以上の通り、理事の過半数に相当する理事
が出席したので、本理事会は適法に成立し
た。

議題
（審議事項）
１．新年度執行部人事について
　会長、副会長ともに昨年度と同じ執行体制
で行きたいと思います。（木口理事）
　質疑なく、挙手にて採決を行い全員賛成に
て承認された。
　平成30・31年度の会長は今田直幸理事、副
会長は木口雅夫理事、山口裕之理事と決定。

（報告・連絡事項）
1．次回理事会の予定
　 7月21日午前に理事会を開催する。会場は
決定し次第連絡する。

2 ．研修会予定
　本年度の研修会予定は次のとおりです。
第 2回研修会 9月 9日　会場未定（テーマ救急）
第 3回研修会 1月12日　会場未
第 4回研修会 2月11日　福山

マネジメント研修会　 7月21日
　技師長、副技師長への広報お願い致しま
す。

3 ．その他
・ ＣＳ 9の企画を考える上でフォーラムのプ

平成30年度第 1回理事会議事録
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ログラムなどの締め切りはいつなのか、明
確にしていただきたい。（森理事）

　  　締切に合わせてではなく、プログラムは
出来るだけ早く提出して欲しい。（木口副
会長）

・ フレッシャーズセミナー開催にあたり 3年
未満の方への広報お願い致します。（小鷹
狩理事）

以上をもって議事を終了した。

日　時：平成30年 7月21日（土）10：00～12：30
場　所：広島市立広島市民病院中央棟10階講堂
議事録記載人　穐山　雄次
理事現在数　　24人
出 席 理 事　　  今田　直幸・木口　雅夫

山口　裕之・小鷹狩賢司
本山　貴志・山本　健之
本城　圭祐・山下由香利
安井　哲士・森　美由紀
畑山　秀貴・小村　哲也
大胡　文彦・穐山　雄次

出 席 監 事　　石田　順一・花本　隆秀
出 席 理 事　　14名
出 席 監 事　　 2名
　以上の通り、理事の過半数に相当する理事
が出席したので、本理事会は適法に成立した。
　よって当法人定款第35条に基づき会長　今
田　直幸は議長の席に着き開会を宣言し、直
ちに議事に入った。

議題（報告事項）
1．西日本豪雨による被災状況
　技師会員、病院施設の被災状況の把握を行
いたい。ＪＡＲＴから施設の損害における人
員不足の場合には、人的支援ができる。広島
県診療放射線技師会からも災害・被災による
見舞金（ 1万円）が支給される。（今田会長）

2 ．フレッシャーズセミナーの準備状況
　案内状郵送済、現在 3名参加申し込みがあ
る。豪雨災害による被害を考慮し懇親会の是
非を検討し参加できる方だけでも例年とおり
行うこととする。（小鷹狩理事）

3 ．中四国フォーラムＣＳＦＲＴ2018進捗状況
　 7月23日現在で20数演題があるが、〆切前
に演題状況によっては募集延長も考える700
名参加予定である。豪雨災害の影響を考慮し
若干縮小した。
　今回の広島開催は技師会が大会長として運
営しているので理事の方は実行委員でもあり
参加者を呼びかけて成功させましょう。実行
委員の役割分担は後日連絡する。開催 1ヶ月 
（ 3 週間前）前に一度実行委員の招集を行
う。（木口副会長）
　ＣＳ 9は 8月 5日実行委員会を開催予定で
す。（森理事）

4 ．業務拡大講習会
　 8月11・12日ＪＲ広島病院10名程度の申込
です。締切が間近なので参加呼びかけをお願
いしたい。
　 9月16・17日尾道市民病院は数名の参加申
し込みがある。12月広島大学病院、 1月福山
市民病院にて開催予定です。
　静脈注射抜針の受講を大学の授業として
行っている場合、講習会の静脈注射のカリ
キュラムの受講は免除されるか問い合わせが
あった。今後このような対象者がでてくると
思われるのでＪＡＲＴに確認、広島国際大学
にも状況を確認してみる。
　業務拡大講習会はあと 2年継続する。引き
続き受講されていない会員に呼びかけをお願
いします。（木口副会長）

5 ．ソフトボール大会報告
　 7月 1日（日）みよし運動公園にて開催され

平成30年度第 2回理事会議事録
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た。参加チームは18チームであった。優勝広
島総合、 2位霞・梶川、 3位、共和医器・北
部連合だった。
　ケガ人が 2名あった。一人は顔面にボール
が当たった方。もう一人は足の骨折で入院し
手術をした。今後リハビリ予定である。北部
技師会から見舞金（5000円）、広島県技師会
からも見舞金を出します。（本山理事）

6 ．平成30年度　第 2回研修会
　テーマについて（ 1）救急で活躍するメ
ディカルスタッフ、（ 2）救急領域における
各モダリティーの役割を提示する。テーマと
内容について再度検討する。（小鷹狩理事）

7 ．その他
　本日マネジメント研修会を開催する。各施
設の技師長ほか20名の申込みがあり、理事含
めて31名の予定である。ＪＡＲＴからのアン
ケート調査依頼があり、「診療報酬改正にと
もなう被ばく線量管理の重要性と現場の現状
についての把握」 8月 3日までに提出をお願
いします。（今田会長）

（審議事項）
1．災害見舞金について
　広島県診療放射線技師会から、床上浸水、
一部家屋損害、通勤に利用する自家用車の廃
車の場合は、り災証明書の提出があれば災害
見舞金（ 1万円）を出してはどうか。（今田会
長）
　その他に質疑なく、決議に入った。全員挙
手にて賛成し承認された。

2 ．役員の業務分担
・会計業務　森、山下
　使用目的フォームを作成、必ず領収書を添
付すること。メーリングリストによる会計の
運営を行う。
・イベント登録申請業務　花本より本城へ

・総務業務　穐山、大胡
　技師会の入会、転出、会員数の把握を行
う。会員リストはＪＡＲＴＩＳからのダウン
ロードで順次更新する。
・会誌編集　戸塚、畑山、小村、富久
　以上の役割分担で会の運営を進めていきた
い。改めて役割分担表を提示する。（今田会
長）
　その他に質疑なく、決議に入った。全員挙
手にて賛成し承認された。

3 ．その他
・支部研修会について
　支部での研修会は年 1回の開催をお願いし
たい。（今田会長）
　その他に質疑なく、決議に入った。全員挙
手にて賛成し承認された。

以上をもって議事を終了した。

日　時：平成30年12月23日（日）15：00～17：00
場　所：広島大学病院　臨床管理棟 3 F 2 会議室
議事録記載人　戸塚　功二
理事現在数　　24人
出 席 理 事　　今田　直幸・木口　雅夫

戸塚　功二・森本　　章
穐山　雄次・本山　貴志
荒木　慎吾・山本　健之
本城　圭祐・山下由香利
木坂　智香・森　美由紀
畑山　秀隆・大胡　文彦
小鷹狩賢司・西丸　英治
中上　康次・小村　哲也
三村　尚輝・安井　哲士

出 席 監 事　　花本　隆秀
出 席 理 事　　20名
出 席 監 事　　 1名
　以上の通り、理事の過半数に相当する理事

平成30年度第 3回理事会議事録
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が出席したので、本理事会は適法に成立した。
　よって当法人定款第35条に基づき会長　今
田　直幸は議長の席に着き開会を宣言し、直
ちに議事に入った。

議題（報告事項）
1．中四国放射線医療技術フォーラム報告
　技術学会と合同開催となって14回目、広島
での開催は 2回目となる中四国放射線医療技
術フォーラムが11月 3 ・ 4 日に開催された。
多くの理事の方のご協力で成功裏に終了しま
した。 9年後の広島開催にこの経験を生かし
ていただきたいと思います。参加者836名、
演題数132名、会計は処理中だが赤字は回避
できそうだ。多くの理事に参加いただき感謝
します。（木口副会長）

2 ．「業務拡大に伴う統一講習会」の報告
　講習会の参加者 8月ＪＲ広島病院20名、 9
月尾道市民病院 9名、12月広島大学病院18名
でした。 2月16日に福山市民病院開催の講習
会の参加者が現在 2～ 3名です。みなさん広
報して参加者を増やしてほしい。
　来年度が地方で最後の講習会となります。
来年度は申し込みが20名以下だと開催が難し
いと思われる。今後、同様の業務拡大が行わ
れた際には、今回未受講者は受けられない可
能性がある。広島国際大学で講習を受けて卒
業した人達もいるが、正式な単位として認め
られていないので、当講習を受ける必要があ
る。是非ともその事を伝えてほしい。（木口
副会長）
　未受講者のリストを作成、個別に受講を呼
びかけるなどしてさらに積極的に受講者を増
やしていく。（今田会長）

3 ．第 3回研修会・研究発表会の準備状況
　 1月19日に開催、今回市民公開講座は無し
とする。学術発表は例年通り行う。森理事ら
が中心となって行ったＣＳ 9のアンケート調

査の報告も行う。パワハラ、マタハラなどの
基調講演を弁護士の先生を招いて講演頂く。
講演後のディスカッションにパネラーとして
豊川市民の伊藤さん、岡山の辺見さん、八丁
堀法律センターの寺本弁護士をお招きする。
会場はＴＫＰガーデンシティ広島駅前大橋で
費用がエソールの1.5倍程度です。早急にチ
ラシ作成し、会員に向けて広報する。職場で
の働き方、待遇に困っている女性スタッフに
多く参加して頂き環境改善のヒントにして頂
きたい。
　会員の研究発表会は現在 1演題、広島大学
病院 2演題、山下理事に講演20分、あと 3演
題お願いしたい。（今田会長）

4 ．第 4  回研修会の準備状況
　福山 2月11日に福山医師会で開催予定。福
山市民病院整形外科寺田先生、被ばく管理ソ
フトの話を倉敷中央病院の方にお願いする。
若手の方に整形外科領域でセッションをお願
いしている。（三村理事）

5 ．その他
・ソフトボール大会の会計報告　
　 7月 1日に開催されました。会計は別紙の
通りです。骨折された方は現在職場復帰され
ている。骨折に備えて添え木のようなものを
準備が必要との意見があり。来年度は 6月 9
日開催予定とする。（荒木理事）
・ピンクリボンイベント
　広島交響楽団が 2月 6 日（水）、広島東洋
カープが 5月12日（日）に開催されます。（森
理事）
　 2月のイベントだけでも早急にＨＰに掲載
しましょう。（今田会長）

 （審議事項）
1　 平成 31・32 年度ＪＡＲＴ代議員選出に
ついて

　広島県は会員数・会費納入状況から例年 5
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人選出している。平成31・32年代議員立は今
田会長、木口副会長、山口副会長、中上理
事、戸塚理事で良いか。（今田会長）
　女性の立場や会計の立場で森理事に代議員
に立候補して頂きたい。（戸塚理事）
　平成31・32年代議員立は今田会長、木口副
会長、山口副会長、中上理事、森理事、補欠
戸塚理事が立候補とする。承認いただきた
い。（今田会長）
　その他に質疑なく、決議に入った。全員挙
手にて賛成し承認された。

2 　レントゲン週間イベントの準備状況
　 3月24日（日）に開催予定。場所は未定。
シャレオで良いのでは。例年スタッフが少な
いので是非多くの会員に協力いただきたい。
（中上理事）

3 　その他　
・メールマガジンソフト更新の件
　メールマガジンが届かない人がいる。ソフ
トの不具合と考えられる。ソフト更新した
い。（西丸理事）
　その他に質疑なく、決議に入った。全員挙
手にて賛成し承認された。

（伝達事項）
・会計の件
　エクセルのフォームに入力、領収書を添付
してください。立て替え分はゆうちょ銀行の
口座に振り込まれる。よろしくお願いしま
す。（森理事）
・ＲＴJournal の件
　中四国フォーラムの開催で出版時期を 1月
末に遅らせる予定です。学術・施設紹介の記
事は無しとしてフォーラムの報告を掲載した
い。良いでしょうか。理事の方には記事の執
筆、校正の協力をよろしくお願いします。
（戸塚理事）

・第 3回研修会の件
　第 3回研修会の広報が出来ていないので早
急に作成してください。（木口副会長）
・広島中央支部研修会の件
　広島中央支部研修会を 3月に予定してい
る。会場は浜脇整形外科病院にてテーマは
「骨粗鬆症」。骨粗しょう症マネージャーの
話、整形外科医に治療の話なを予定です。
（小村理事）

以上をもって議事を終了した。
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